
2 .消毒とバイ
オセキュリ
ティー

⼩さなドットは養豚場
⼤きなドットは発⽣農場(⾊はウイルスの株)



10m

①冬は西風強い

②畜産関係車両が多く通過する

④離乳子豚(子豚の家)
当時はネットのみ

③岐阜県から鋸屑(敷料)が運ばれてい

9例目の発生要因を考える



?

?

?

イノシシ

Ⅰ．ウイルスが運ばれてきた要因
1. 豚
2. バーク(畜産⽤敷料)
3. 岐⾩県の建築作業会社
4. 野⽣動物・⾞両・⼈
5. イノシシ

Ⅱ．ウイルスが運ばれてきた要因
1. ネコ・野⽣動物・野⽝
2. ⾞両・トラクター
3. カラス
4. ⼈(関係者・農家)



連続して発生した症例の要因の推測

l野生動物の伝播
üネコ、ネズミ、カラス、野犬、タ
ヌキ、ハクビシン

l防疫作業並びに埋却場の処置の問題

l人

l車両







消毒ポイント
(10箇所)  内6箇
所24時間体制



消毒マット 4箇所設置 (24時間)



24時間体制で道路を消毒液散⽔する



やっと常設の消
毒ポイントが設
置された



作業着

入り口の床

長靴

入り口の床

入り口が
一番重要
である。

この写真は、
大きな間違
えがありま
す。



タイヤ

荷台 畜舎の外は、ウ
イルスが居ると
思って行動する。

道路





畜舎の外へ
のアクセス
は、とても
危険。

豚の移動
餌車

タイヤ

スムーサー
飼料



アフリカ豚熱ウイルスの摂取による感染量
⽔または飼料を接種した場合
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豚熱ウイルスに対する消毒薬の効果


